
感染症ニュース！ 令和７年９月号

★ ８月の注目感染症

➀ RSウイルス感染症

② ヘルパンギーナ

８月は、１歳を中
心に報告がありま
した。
特に定点当たり報
告数が多い地域は、
➀厚木保健福祉事
務所管内
②横浜市
③鎌倉保健福祉事
務所管内
でした。

＊県域とは、神奈川県内の市町村のうち横浜市、川崎市、相模原市を除いた地域です。

８月の届出数は
79例でした。
2025年の累計患者数は
576例となりました。
（疑似症患者２例を除
きます。）

８月は、１歳を中
心に報告がありま
した。
特に定点当たり報
告数が多い地域は、
➀横浜市
②横須賀市
③小田原保健福祉
事務所管内
でした。

週

週

神奈川県衛生研究所 感染症情報センター が作成しました。
お問合せはこちらまで↓↓
TEL:0467-83-4400(代表) FAX:0467-89-5211(企画情報部)

衛生
ちゃん

・JIHSから腸管出血性大腸菌感染症における血清群の届出状況が公表された。2025年1月1日～7月30日では、O157やO26以外の血清
群が53％を占めており、特にO103とO166が例年より多く届出られている。いずれも溶血性尿毒症症候群（HUS）等の重症例は報告
されていないが、両血清群が複数の都道府県で報告されていることから、広域的な集積が生じている可能性があるとしている。
（出典：国立健康危機管理研究機構感染症情報提供サイトホームページ
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/article/ehec/010/index.html 令和7年9月1日アクセス）
・ECDCは蚊媒介感染症に関する声明を公表した。ヨーロッパでは、2025年でチクングニアウイルス感染症のアウトブレイクが27件
発生しており過去最多を更新した。ウエストナイルウイルス感染症の症例数は過去3年間で最多を更新し、現在も増加を続けてい
る。感染地域は年々広がっており、蚊に刺されないよう身を守る対策の実施を推奨している。
（出典：ECDC https://www.ecdc.europa.eu/en 令和7年9月1日アクセス）

★ 国内・海外で気になる感染症をご紹介します

衛生
博士

★ 結核の発生動向（９月１日時点）

前月の神奈川県内の発生動向および国内外で気になる感染症を掲載しております。

感染症情報
センターHP

＊15週から定点医療機関数が変更したため、
点線により14週以前と区別しています。

＊15週から定点医療機関数が変更したため、
点線により14週以前と区別しています。

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/article/ehec/010/index.html
https://www.ecdc.europa.eu/en

